
運用報告書（全体版）
第₁4期

（決算日 ₂₀₁4年₁₂月₁₆日）

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ・ダイナミック・インド株
ファンド」は、このたび、第₁₄期の決算を行
ないました。

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<4777>

ダイワ・ダイナミック・
インド株ファンド

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式

信 託 期 間 無期限

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

ベビーファンド ダイワ・インド株アクティブ・マ
ザーファンドの受益証券

ダイワ・インド株
ア ク テ ィ ブ・
マザーファンド

インドの金融商品取引所上場株式
および店頭登録株式（上場予定お
よび店頭登録予定を含みます。）

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主として、インドの株式（※）の中から、インド
経済の発展に関連するインドの企業に投資すること
により、信託財産の中長期的な成長をめざして運用
を行ないます。
②運用にあたっては、以下の点に留意しながら投資
することを基本とします。
　イ ．主にインド経済の発展に必要な設備やエネル

ギー供給体制等の構築、整備、運営事業および
人口増加や所得水準の向上に伴う消費の拡大に
関連すると判断される銘柄の中からボトムアッ
プアプローチにより銘柄を選定します。

　ロ．時価総額や流動性等を勘案します。
　ハ ．個別企業のファンダメンタルズ、成長性、株

価バリュエーション等を総合的に勘案し、ポー
トフォリオを構築します。

③外貨建資産の運用にあたっては、ダイワ・アセッ
ト・マネジメント（シンガポール）リミテッドに運
用の指図にかかる権限の一部を委託します。ダイワ・
アセット・マネジメント（シンガポール）リミテッ
ドは、当該外貨建資産の運用について、SBI Funds 
Management Private Limited の助言を受けます。
④株式（※）の組入比率は、通常の状態で信託財産
の純資産総額の80％程度以上に維持することを基本
とします。
⑤保有外貨建資産の為替変動リスクを回避するため
の為替ヘッジは原則として行ないません。
　（※ ）株式…ＤＲ（預託証券）を含みます。

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マ ザ ー フ ァ ン ド 組 入 上 限 比 率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 無制限

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評
価益を含みます。）等とし、原則として、基準価額の
水準等を勘案して分配金額を決定します。ただし、
分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないこ
とがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。ファミ
リーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベビーファンド
（当ファンド）とし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に
投資して、実質的な運用をマザーファンドで行なう仕組みです。

東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00）
h t t p : / /www . d a iw a－am . c o . j p /



ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

■最近 ₅ 期の運用実績

決　　算　　期
基　　準　　価　　額 ＭＳＣＩインド指数

（配当込み、円換算） 株　式
組　入
比　率

株　式
先　物
比　率

純資産
総　額税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

10期末（2012年12月17日） ₄, ₈₇₉ ₀ ₂₇. ₂ ₅, ₂₁₃ ₂₅. ₀ ₉₃. ₈ ₂. ₄ ₁₆, ₄₈₃ 
11期末（2013年 ₆ 月17日） ₄, ₈₂₇ ₀ △ ₁. ₁ ₅, ₄₉₁ ₅. ₃ ₉₃. ₃ ₃. ₂ ₁₃, ₇₈₅ 
12期末（2013年12月16日） ₄, ₇₉₃ ₀ △ ₀. ₇ ₅, ₉₄₃ ₈. ₂ ₉₃. ₁ ₄. ₀ ₁₂, ₆₇₁ 
13期末（2014年 ₆ 月16日） ₆, ₃₅₁ ₀ ₃₂. ₅ ₇, ₃₅₃ ₂₃. ₇ ₉₂. ₄ ₃. ₈ ₁₆, ₁₆₈ 
14期末（2014年12月16日） ₇, ₂₄₄ ₀ ₁₄. ₁ ₈, ₅₅₁ ₁₆. ₃ ₉₅. ₇ ₂. ₃ ₁₇, ₂₆₁ 

（注 ₁ ） ＭＳＣＩインド指数（配当込み、円換算）は、ＭＳＣＩ Inc.の承諾を得て、ＭＳＣ I インド指数（配当込み、インド・ルピー建て）をもと
に円換算し、当ファンド設定日を10, 000として大和投資信託が計算したものです。ＭＳＣＩインド指数は、ＭＳＣＩ Inc.が開発した株価指
数で、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ Inc.に帰属します。またＭＳＣＩ Inc.は、同指数の内容を変更する
権利および公表を停止する権利を有しています。

（注 ₂ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₃ ） 株式および株式先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₄ ）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

■当期中の基準価額と市況の推移
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ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₆, ₃₅₁円　期末：₇, ₂₄₄円　騰落率：₁₄. ₁％
【基準価額の主な変動要因】

インドの企業の株式に投資した結果、インド株式市況が上昇したことや為替相場において円安インド・ルピー高が進んだ
ことがプラスに寄与して、基準価額は値上がりしました。

◆投資環境について
○インド株式市況

インド株式市況は上昇しました。
期首から₂₀₁₄年 ₉ 月中旬にかけては、モディ政権による外資企業の投資活性化政策や補助金削減等による財政赤字削減

に対する期待感、ＲＢＩ（インド準備銀行）による法定流動性比率の引下げなどが支援材料となり、上昇基調となりまし
た。₁₀月中旬にかけては、鉱工業生産の伸び率が市場予想を下回ったことや、欧州および中国の景気悪化懸念等から、売
りに押される展開となりました。その後は、原油市況の下落によるインフレ圧力の低下や、₂₀₁₅年早期の利下げ実施によ
る経済成長加速期待などを背景に再び上昇基調となりましたが、期末にかけては、急激な原油安の進行による投資家心理
の悪化等から値上がり幅を縮小する展開となりました。

○為替相場
円に対してインド・ルピーは上昇しました。
インフレ圧力の低下に伴う利下げ観測などを背景にインド・ルピーが対米ドルで下落した一方で、日銀の追加金融緩和

の実施や日本の₂₀₁₄年 ₇ － ₉ 月期ＧＤＰ（国内総生産）成長率が市場予想を大幅に下回ったことを背景に円安米ドル高が
進んだ結果、円安インド・ルピー高となりました。

年　　月　　日
基　　準　　価　　額 ＭＳＣＩインド指数

（配当込み、円換算） 株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

騰落率 （参考指数） 騰落率
円 ％ ％ ％ ％

（期首）₂₀₁₄年 ₆ 月₁₆日 ₆, ₃₅₁ ― ₇, ₃₅₃ ― ₉₂. ₄ ₃. ₈
₆ 月末 ₆, ₂₀₁ △ ₂. ₄ ₇, ₂₅₂ △ ₁. ₄ ₉₂. ₁ ₃. ₉
₇ 月末 ₆, ₄₉₃ ₂. ₂ ₇, ₆₇₅ ₄. ₄ ₉₄. ₄ ₂. ₀
₈ 月末 ₆, ₅₈₄ ₃. ₇ ₇, ₈₃₇ ₆. ₆ ₉₅. ₀ ₂. ₁
₉ 月末 ₆, ₇₇₄ ₆. ₇ ₈, ₁₆₅ ₁₁. ₀ ₉₆. ₂ ₂. ₁
₁₀月末 ₆, ₉₃₇ ₉. ₂ ₈, ₂₇₈ ₁₂. ₆ ₉₆. ₃ ₂. ₁
₁₁月末 ₇, ₆₉₆ ₂₁. ₂ ₉, ₂₅₉ ₂₅. ₉ ₉₅. ₈ ₂. ₂

（期末）₂₀₁₄年₁₂月₁₆日 ₇, ₂₄₄ ₁₄. ₁ ₈, ₅₅₁ ₁₆. ₃ ₉₅. ₇ ₂. ₃
（注）騰落率は期首比。
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ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

◆前期における「今後の運用方針」

・株式組入比率
当面₉₀～₁₀₀％とする運用を継続する方針です。

・ポートフォリオ
「ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド」の受益証券へ投資を行ない、純資産総額に対する比率が₉₀％程度

以上となるように投資していきます。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

「ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド」の受益証券へ投資を行ないました。
○ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

高い利益成長が見込まれる銘柄に分散投資を行ないました。業種では、ディーゼル価格の自由化や天然ガス価格の引上
げの恩恵が期待されたエネルギーセクターや、所得水準の向上や民間消費の拡大に伴い業績拡大が見込まれた金融セク
ターを組入上位としました。個別銘柄では、天然ガス価格の引上げ等の恩恵が期待された RELIANCE INDUSTRIES（エ
ネルギー）、規制緩和や資金需要回復による業績拡大が期待された HOUSING DEVELOPMENT FINANCE（金融）、
ICICI BANK（金融）、STATE BANK OF INDIA（金融）、堅調なタバコ事業だけでなく事業の多角化を通じた収益拡大
が期待された ITC（生活必需品）の組入比率を高位としました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。参考指数はインド市場の動向を表す代表的な指

数として掲載しております。

（％）
18. 0
16. 0
14. 0
12. 0
10. 0
8. 0
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0

当　期
（2014. 6. 16～2014. 12. 16）

基準価額
ＭＳＣＩインド指数（配当込み、円換算）

3



ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

◆分配金について
当期は、基準価額の水準等を勘案して、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ ₁ 万口当り）

項 目
当 期

2014年 ₆ 月17日
～2014年12月16日

当 期 分 配 金 （ 税 込 み ） （円） ―
対 基 準 価 額 比 率 （％） ―
当 期 の 収 益 （円） ―
当 期 の 収 益 以 外 （円） ―

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額 （円） ₂₃₀
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 ₃ ）  当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。  
     

《今後の運用方針》

○当ファンド
「ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド」の受益証券へ投資を行ないます。

○ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド
主に、インド経済の発展に必要なインフラ（社会基盤）投資と消費の拡大に関連すると判断される銘柄の中から、株価動

向を踏まえ、財務内容が良好で安定的な利益成長が見込まれる企業を中心に組入れてまいります。業種では、ディーゼル価
格の自由化や天然ガス価格の引上げの恩恵が期待されるエネルギーセクター、インフラ投資拡大の恩恵が見込まれる素材セ
クターや資本財・サービスセクター、所得水準の向上や民間消費の拡大に伴い業績拡大が見込まれる一般消費財・サービス
セクター、生活必需品セクター、金融セクターなどに注目していきます。
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ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

■ ₁ 万口当りの費用の明細

項　　　目
当期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₆. ₁₇～₂₀₁₄. ₁₂. ₁₆）
金　額 比　率

信託報酬  ₆₂円 ₀. ₉₀₉％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₆, ₇₈₄円です。

（投信会社）  （₂₉） （₀. ₄₃₃） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₂₉） （₀. ₄₃₃） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₃） （₀. ₀₄₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ₁₃ ₀. ₁₉₄ 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株式）  （₁₃） （₀. ₁₉₀）
（先物）  （₀） （₀. ₀₀₄）

有価証券取引税  ₄ ₀. ₀₆₄ 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株式）  （₄） （₀. ₀₆₄）
その他費用  ₃ ₀. ₀₅₁ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用）  （₃） （₀. ₀₄₅） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用）  （₀） （₀. ₀₀₃） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他）  （₀） （₀. ₀₀₃） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　計  ₈₃ ₁. ₂₁₈

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₇日から₂₀₁₄年₁₂月₁₆日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
ダイワ・インド株
ア ク テ ィ ブ・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

₈₄₈, ₅₃₉ ₆₇₁, ₀₀₀ ₂, ₀₃₄, ₂₄₀  ₁, ₆₅₈, ₀₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₇日から₂₀₁₄年₁₂月₁₆日まで）

項 目 当 期
ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

（ａ）期 中 の 株 式 売 買 金 額 ₁₀, ₂₄₃, ₄₀₇千円 

（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 ₁₆, ₂₂₇, ₀₅₁千円 

（ｃ）売 買 高 比 率 （ａ）／（ｂ） ₀. ₆₃ 
（注 ₁ ）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

 

■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 期　　首 当 期 末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダ イ ワ ・ イ ン ド 株
アクティブ・マザーファンド ₂₂, ₃₉₈, ₅₅₂ ₂₁, ₂₁₂, ₈₅₁ ₁₇, ₂₁₈, ₄₇₁ 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月₁₆日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド ₁₇, ₂₁₈, ₄₇₁ ₉₈. ₀ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₃₄₈, ₄₆₇ ₂. ₀ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁₇, ₅₆₆, ₉₃₉ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、₁₂月₁₆日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₁₇. ₇₆円、 ₁ インド・ルピー＝₁. ₈₈円です。

（注 ₃ ） ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンドにおいて、当期末における
外貨建純資産（₁₇, ₁₁₀, ₆₅₉千円）の投資信託財産総額（₁₇, ₄₂₄, ₀₀₃千円）
に対する比率は、₉₈. ₂% です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₂月₁₆日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 ₁7， ₅₆₆， 9₃9， ₀49円

コ ー ル   ・ ロ ー ン 等 ₂₂₃, ₄₆₇, ₄₄₆  
ダ イ ワ ・ イ ン ド 株 ア ク テ ィ ブ・
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₁₇, ₂₁₈, ₄₇₁, ₆₀₃  

未 収 入 金 ₁₂₅, ₀₀₀, ₀₀₀  
（Ｂ）負 債 ₃₀₅， ₅₀9， ₀₃₅  

未 払 解 約 金 ₁₅₀, ₁₂₁, ₇₈₆  
未 払 信 託 報 酬 ₁₅₄, ₉₂₆, ₂₅₂  
そ の 他 未 払 費 用 ₄₆₀, ₉₉₇  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） ₁7， ₂₆₁， 4₃₀， ₀₁4  
元 本 ₂₃, ₈₂₇, ₇₃₈, ₁₈₅  
次 期 繰 越 損 益 金 △  ₆, ₅₆₆, ₃₀₈, ₁₇₁  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 ₂₃， ₈₂7， 7₃₈， ₁₈₅口
₁ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 7， ₂44円

＊ 期首における元本額は₂₅, ₄₅₉, ₄₁₈, ₈₉₂円、当期中における追加設定元本額は
₂, ₆₆₆, ₉₃₇, ₅₉₂円、同解約元本額は₄, ₂₉₈, ₆₁₈, ₂₉₉円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₇, ₂₄₄円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は₆, ₅₆₆, ₃₀₈, ₁₇₁円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年 ₆ 月₁₇日　至₂₀₁₄年₁₂月₁₆日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 ₃₅₆， ₆44円

受 取 利 息 ₇₉, ₂₈₅
そ の 他 収 益 金 ₂₇₇, ₃₅₉

（Ｂ）有価証券売買損益 ₂， ₁₅₀， 97₃， ₃₃7
売 買 益 ₂, ₄₃₁, ₉₃₇, ₆₃₂
売 買 損 △ ₂₈₀, ₉₆₄, ₂₉₅

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ ₁₅₅， ₃₈7， ₂49
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） ₁， 99₅， 94₂， 7₃₂
（Ｅ）前期繰越損益金 △ ₃， 4₀₃， ₃97， ₆₃₈
（Ｆ）追加信託差損益金 △ ₅， ₁₅₈， ₈₅₃， ₂₆₅

（配 当 等 相 当 額）（ ₁₂₂, ₃₈₁, ₃₇₂）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₅, ₂₈₁, ₂₃₄, ₆₃₇）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △ ₆， ₅₆₆， ₃₀₈， ₁7₁
次期繰越損益金（Ｇ） △ ₆， ₅₆₆， ₃₀₈， ₁7₁
追 加 信 託 差 損 益 金 △ ₅, ₁₅₈, ₈₅₃, ₂₆₅

（配 当 等 相 当 額）（ ₁₂₂, ₃₈₁, ₃₇₂）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₅, ₂₈₁, ₂₃₄, ₆₃₇）
分 配 準 備 積 立 金 ₄₂₅, ₈₀₅, ₆₁₉
繰 越 損 益 金 △ ₁, ₈₃₃, ₂₆₀, ₅₂₅

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は、 ₇ ページの「収益分配金の計算過程（総額）」
の表を参照。

（注 ₄ ） 投資信託財産（親投資信託）の運用の指図に係る権限の全部または一部を
委託するために要する費用：₄₂, ₃₀₉, ₃₁₅円（未監査）
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ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₁₀₀, ₈₃₁, ₇₄₀円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₁₂₂, ₃₈₁, ₃₇₂
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₃₂₄, ₉₇₃, ₈₇₉
（ｅ）当 期 分 配 対 象 額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₅₄₈, ₁₈₆, ₉₉₁
（ｆ）分 配 金  ₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ｅ－ｆ） ₅₄₈, ₁₈₆, ₉₉₁
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₂₃, ₈₂₇, ₇₃₈, ₁₈₅口

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　₂₀₁4年₁₂月 ₁ 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の ₂ 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、₂₀₁4年₁₂月 ₁ 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の ₃ 分の ₂ 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の ₃ 分の ₂ 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

復興特別所得税ならびに証券税制の軽減税率の廃止に関するお知らせ
・₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から普通分配金ならびに解約時または償還時の差益に対し、所得税に₂. ₁％の率を乗じた復興特別所得税が課されて

います。また、証券税制の軽減税率は₂₀₁₃年₁₂月₃₁日をもって廃止されています。そのため₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から₂₀₁₃年₁₂月₃₁日ま
では₁₀. ₁₄₇％（所得税 ₇ ％、復興特別所得税₀. ₁₄₇％および地方税 ₃ ％）、₂₀₁₄年 ₁ 月 ₁ 日以降は₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別
所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率が適用されます。

・復興特別所得税に係る記載がされた目論見書の再交付をご希望される受益者の方につきましては、その旨を販売会社までお申し出
ください。
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ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

運用報告書　第₁4期　（決算日　₂₀₁4年₁₂月₁₆日）

（計算期間　₂₀₁₄年 ₆ 月₁₇日～₂₀₁₄年₁₂月₁₆日）

　ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンドの第₁₄期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象 インドの金融商品取引所上場株式および店頭登録株式（上場予定および店頭登録予定を含みま
す。）

運 用 方 法

①主として、インドの株式（※）の中から、インド経済の発展に関連するインドの企業に投資
することにより、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行ないます。
②運用にあたっては、以下の点に留意しながら投資することを基本とします。
　イ ．主にインド経済の発展に必要な設備やエネルギー供給体制等の構築、整備、運営事業お

よび人口増加や所得水準の向上に伴う消費の拡大に関連すると判断される銘柄の中からボ
トムアップアプローチにより銘柄を選定します。

　ロ．時価総額や流動性等を勘案します。
　ハ ．個別企業のファンダメンタルズ、成長性、株価バリュエーション等を総合的に勘案し、

ポートフォリオを構築します。
③外貨建資産の運用にあたっては、ダイワ・アセット・マネジメント（シンガポール）リミテ
ッドに運用の指図にかかる権限の一部を委託します。ダイワ・アセット・マネジメント（シン
ガポール）リミテッドは、当該外貨建資産の運用について、SBI Funds Management Private 
Limited の助言を受けます。
④株式（※）の組入比率は、通常の状態で信託財産の純資産総額の80％程度以上に維持するこ
とを基本とします。
⑤保有外貨建資産の為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。
　（※ ）株式…ＤＲ（預託証券）を含みます。

株式組入制限 無制限

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₇, ₀₄₄円　期末：₈, ₁₁₇円　騰落率：₁₅. ₂％
【基準価額の主な変動要因】

インドの企業の株式に投資した結果、インド株式市況が上昇したこ
とや為替相場において円安インド・ルピー高が進んだことがプラスに
寄与して、基準価額は値上がりしました。

◆投資環境について
○インド株式市況

インド株式市況は上昇しました。
期首から₂₀₁₄年 ₉ 月中旬にかけては、モディ政権による外資企業

の投資活性化政策や補助金削減等による財政赤字削減に対する期待
感、ＲＢＩ（インド準備銀行）による法定流動性比率の引下げなど
が支援材料となり、上昇基調となりました。₁₀月中旬にかけては、

■当期中の基準価額と市況の推移

年　　月　　日
基　準　価　額 ＭＳＣＩインド指数

（配当込み、円換算） 株　式
組　入
比　率

株　式
先　物
比　率騰落率 （参考指数） 騰落率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）₂₀₁₄年 ₆ 月₁₆日 ₇, ₀₄₄ ― ₇, ₃₅₉ ― ₉₄. ₆ ₃. ₉

₆ 月末 ₆, ₈₇₉ △ ₂. ₃ ₇, ₂₅₈ △ ₁. ₄ ₉₄. ₆ ₄. ₀
₇ 月末 ₇, ₂₂₃ ₂. ₅ ₇, ₆₈₁ ₄. ₄ ₉₆. ₁ ₂. ₀
₈ 月末 ₇, ₃₃₄ ₄. ₁ ₇, ₈₄₃ ₆. ₆ ₉₆. ₁ ₂. ₁
₉ 月末 ₇, ₅₆₀ ₇. ₃ ₈, ₁₇₂ ₁₁. ₀ ₉₆. ₄ ₂. ₁
₁₀月末 ₇, ₇₅₅ ₁₀. ₁ ₈, ₂₈₄ ₁₂. ₆ ₉₆. ₅ ₂. ₁
₁₁月末 ₈, ₆₁₇ ₂₂. ₃ ₉, ₂₆₆ ₂₅. ₉ ₉₆. ₀ ₂. ₂

（期末）₂₀₁₄年₁₂月₁₆日 ₈, ₁₁₇ ₁₅. ₂ ₈, ₅₅₇ ₁₆. ₃ ₉₅. ₉ ₂. ₃
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ） ＭＳＣＩインド指数（配当込み、円換算）は、ＭＳＣＩ Inc.の承諾を得て、

ＭＳＣＩインド指数（配当込み、インド・ルピー建て）をもとに円換算し、
当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。ＭＳＣ
Ｉインド指数は、ＭＳＣＩ Inc.が開発した株価指数で、同指数に対する著
作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ Inc.に帰属します。またＭ
ＳＣＩ Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を
有しています。

（注 ₃ ） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用し
ています。

（注 ₄ ）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

10, 000

9, 000

8, 000

7, 000

6, 000

（円）

期　首
（2014. 6. 16）

期　末
（2014. 12. 16）

鉱工業生産の伸び率が市場予想を下回ったことや、欧州および中国
の景気悪化懸念等から、売りに押される展開となりました。その後
は、原油市況の下落によるインフレ圧力の低下や、₂₀₁₅年早期の利
下げ実施による経済成長加速期待などを背景に再び上昇基調となり
ましたが、期末にかけては、急激な原油安の進行による投資家心理
の悪化等から値上がり幅を縮小する展開となりました。

○為替相場
円に対してインド・ルピーは上昇しました。
インフレ圧力の低下に伴う利下げ観測などを背景にインド・ル

ピーが対米ドルで下落した一方で、日銀の追加金融緩和の実施や日
本の₂₀₁₄年 ₇ － ₉ 月期ＧＤＰ（国内総生産）成長率が市場予想を大
幅に下回ったことを背景に円安米ドル高が進んだ結果、円安イン
ド・ルピー高となりました。

◆前期における「今後の運用方針」
・個別銘柄の株価動向を踏まえ、財務内容が良好で安定的な利益成

長が見込まれる企業を中心としたポートフォリオとする方針で
す。

・規制緩和や企業の資金需要回復の恩恵が期待される金融株の投資
妙味が高いと考えています。また、所得水準の向上や中間所得層
の増加などに伴い業績拡大が見込まれる一般消費財・サービス
株、インフラ投資拡大の恩恵が期待される資本財・サービスやエ
ネルギー株にも投資妙味があると考えています。

・一方で、投資家が景気敏感株への選好を強める中、競争激化に伴
う利益成長率の鈍化が懸念されることに加え、株価バリュエー
ション面で割安感が低下してきた生活必需品株については、投資
妙味は相対的に低いと考えています。

・また、ヘルスケアや情報技術株については、国内経済発展の恩恵
が期待される銘柄の中で、投資妙味が高いと考えられる銘柄への
投資を継続していきます。

◆ポートフォリオについて
高い利益成長が見込まれる銘柄に分散投資を行ないました。業種で

は、ディーゼル価格の自由化や天然ガス価格の引上げの恩恵が期待さ
れたエネルギーセクターや、所得水準の向上や民間消費の拡大に伴い
業績拡大が見込まれた金融セクターを組入上位としました。個別銘柄
では、天然ガス価格の引上げ等の恩恵が期待された RELIANCE 
INDUSTRIES（エネルギー）、規制緩和や資金需要回復による業績拡
大が期待された HOUSING DEVELOPMENT FINANCE（金融）、
ICICI BANK（金融）、STATE BANK OF INDIA（金融）、堅調なタ
バコ事業だけでなく事業の多角化を通じた収益拡大が期待された ITC
（生活必需品）の組入比率を高位としました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け

ておりません。
参考指数はインド市場の動向を表す代表的な指数として掲載してお

ります。
基準価額と参考指数の騰落率は、それぞれ₁₅. ₂％、₁₆. ₃％となりま

した。

《今後の運用方針》
　主に、インド経済の発展に必要なインフラ（社会基盤）投資と消費の
拡大に関連すると判断される銘柄の中から、株価動向を踏まえ、財務内
容が良好で安定的な利益成長が見込まれる企業を中心に組入れてまいり
ます。業種では、ディーゼル価格の自由化や天然ガス価格の引上げの恩
恵が期待されるエネルギーセクター、インフラ投資拡大の恩恵が見込ま
れる素材セクターや資本財・サービスセクター、所得水準の向上や民間
消費の拡大に伴い業績拡大が見込まれる一般消費財・サービスセク
ター、生活必需品セクター、金融セクターなどに注目していきます。
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■主要な売買銘柄
株　　　　　式

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₇日から₂₀₁₄年₁₂月₁₆日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
SHRIRAM TRANSPORT FINANCE（インド）  ₂₀₀ ₃₄₆, ₁₃₂ ₁, ₇₃₀  HOUSING DEVELOPMENT FINANCE（インド）  ₄₆₅ ₉₆₉, ₃₈₇ ₂, ₀₈₄ 
HERO MOTOCORP LTD（インド）  ₆₇. ₄₅₁ ₃₁₇, ₄₆₂ ₄, ₇₀₆  HDFC BANK LTD（インド）  ₃₈₉. ₃₃₃ ₆₅₁, ₂₃₂ ₁, ₆₇₂ 
HINDALCO INDUSTRIES LTD（インド）  ₉₆₀. ₅ ₂₉₂, ₂₁₈ ₃₀₄  OIL INDIA LTD（インド）  ₃₄₆. ₃₁₂ ₃₇₀, ₄₇₆ ₁, ₀₆₉ 
TATA STEEL LTD（インド）  ₂₅₃. ₄ ₂₃₈, ₀₇₂ ₉₃₉  CONTAINER CORP OF INDIA L（インド）  ₈₆. ₆₄₃ ₂₁₅, ₈₄₆ ₂, ₄₉₁ 
RANBAXY LABORATORIES LTD（インド）  ₁₉₂. ₇ ₂₃₇, ₂₉₉ ₁, ₂₃₁  TITAN INDUSTRIES LTD（インド）  ₂₉₆. ₆ ₁₉₆, ₇₃₈ ₆₆₃ 
HOUSING DEVELOPMENT FINANCE（インド）  ₁₀₃. ₇ ₂₀₂, ₇₀₂ ₁, ₉₅₄  MOTHERSON SUMI SYSTEMS LTD（インド）  ₂₅₄. ₇ ₁₈₉, ₃₅₆ ₇₄₃ 
RELIANCE INDUSTRIES-GDR（インド）  ₅₁. ₂₈₉ ₁₈₃, ₉₂₀ ₃, ₅₈₅  ITC LTD（インド）  ₂₃₉. ₂ ₁₇₄, ₄₈₃ ₇₂₉ 
IRB INFRASTRUCTURE DEVELOPER（インド）  ₃₅₅. ₈ ₁₆₈, ₉₂₁ ₄₇₄  BATA INDIA LTD（インド）  ₇₇. ₂ ₁₆₇, ₅₀₈ ₂, ₁₆₉ 
NTPC LTD（インド）  ₆₂₁. ₉ ₁₆₃, ₅₆₉ ₂₆₃  RAYMOND LTD（インド）  ₂₁₁. ₅₂₄ ₁₆₄, ₆₇₆ ₇₇₈ 
TORRENT PHARMACEUTICALS LTD（インド）  ₁₀₂. ₂₀₁ ₁₆₀, ₅₁₆ ₁, ₅₇₀  LIC HOUSING FINANCE LTD（インド）  ₂₉₆. ₉ ₁₆₃, ₀₁₂ ₅₄₉ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■ ₁ 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 15円
（株式） （15） 
（先物） （0） 

有価証券取引税 5  
（株式） （5） 

その他費用 4  
（保管費用） （3） 
（その他） （0） 

合　　　　　　　計 23  
（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については ₅ ページ（ ₁ 万口当りの費用の明細の項目の概
要）をご参照ください。

（注 ₂ ）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

■売買および取引の状況
（₁）株　　　式

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₇日から₂₀₁₄年₁₂月₁₆日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額

外
　
　
国

百株 千アメリカ・ドル 百株 千アメリカ・ドル

アメリカ ₅₃₇. ₈₉ ₁, ₇₉₉ ₃₈₈ ₁, ₄₉₅ 
（ ₃, ₆₅₆） （ ―） 

百株 千インド・ルピー 百株 千インド・ルピー

イ ン ド ₆₄, ₆₅₀. ₇₈ ₂, ₅₄₃, ₂₆₈ ₅₆, ₇₅₉. ₈₆ ₂, ₈₉₇, ₅₁₁ 
（ ₁₃, ₅₀₇） （ ―） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。

（₂）先物取引の種類別取引状況
（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₇日から₂₀₁₄年₁₂月₁₆日まで）

種　類　別 買　　 建 売　　 建
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額

外
国

百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 ₂, ₄₂₄ ₂, ₇₂₁ ― ― 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。
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■組入資産明細表
（₁）外 国 株 式

銘　　　　　　　　　　　柄
期　　首 当 期 末

業 種 等株　　数 株　　数 評 価 額
外貨建金額 邦貨換算金額

百株 百株 千アメリカ・ドル 千円 
（アメリカ）
ICICI BANK LTD-SPON ADR ₁, ₀₃₃ ₄, ₅₇₀ ₅, ₁₇₇ ₆₀₉, ₇₃₈ 金融
RELIANCE INDUSTRIES-GDR ₄, ₇₈₇. ₀₄ ₅, ₀₅₅. ₉₃ ₁₄, ₀₅₅ ₁, ₆₅₅, ₁₇₃ エネルギー

アメリカ・ドル通貨計
株 　 数、 金 　 額 ₅, ₈₂₀. ₀₄ ₉, ₆₂₅. ₉₃ ₁₉, ₂₃₃ ₂, ₂₆₄, ₉₁₂ 

銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₂ 銘柄 ₂ 銘柄 ＜₁₃. ₁％＞ 
百株 百株 千インド・ルピー 千円 

（インド）
TATA STEEL LTD ― ₂, ₅₃₄ ₁₀₁, ₆₀₀ ₁₉₁, ₀₀₉ 素材
AXIS BANK LTD ₃₂₈ ― ― ― 金融
MARUTI SUZUKI INDIA LTD ₃₉₉ ₃₁₁. ₅ ₁₀₄, ₉₃₆ ₁₉₇, ₂₈₀ 一般消費財・サービス
ACC LTD ₁, ₄₁₉. ₈₁ ₈₈₀. ₀₆ ₁₂₆, ₂₈₈ ₂₃₇, ₄₂₂ 素材
TATA POWER CO LTD ₈, ₄₅₈. ₀₁ ₈, ₄₅₈. ₀₁ ₇₀, ₉₂₀ ₁₃₃, ₃₃₀ 公益事業
OBEROI REALTY LTD ― ₁, ₆₈₂. ₁₃ ₄₂, ₈₅₂ ₈₀, ₅₆₂ 金融
DLF LTD ₉₃₅ ₉₃₅ ₁₃, ₅₃₄ ₂₅, ₄₄₄ 金融
ASIAN PAINTS LTD ₂, ₁₄₅. ₀₂ ₂, ₂₂₁. ₀₂ ₁₇₀, ₄₀₇ ₃₂₀, ₃₆₆ 素材
STATE BANK OF INDIA ₁, ₃₇₈ ₁₂, ₈₆₆ ₃₉₉, ₅₅₃ ₇₅₁, ₁₆₀ 金融
NTPC LTD ₁, ₄₃₄. ₆ ₆, ₆₈₂. ₆ ₈₈, ₈₇₈ ₁₆₇, ₀₉₁ 公益事業
POWER FINANCE CORPORATION ₁, ₉₀₁ ₁, ₀₈₇ ₃₀, ₃₀₀ ₅₆, ₉₆₄ 金融
UNITED SPIRITS LTD ₃₀₁ ₃₂₄ ₉₂, ₃₄₆ ₁₇₃, ₆₁₁ 生活必需品
POWER GRID CORP OF INDIA LTD ₁₁, ₂₀₇. ₅₂ ₆, ₆₆₁. ₅₂ ₈₉, ₅₆₄ ₁₆₈, ₃₈₀ 公益事業
VOLTAS LTD ₆, ₉₉₃ ₅, ₉₂₁ ₁₄₉, ₁₄₉ ₂₈₀, ₄₀₁ 資本財・サービス
CONTAINER CORP OF INDIA L ₈₆₆. ₄₃ ― ― ― 資本財・サービス
TITAN INDUSTRIES LTD ₄, ₈₇₇. ₂₂ ₁, ₉₁₁. ₂₂ ₇₀, ₀₅₅ ₁₃₁, ₇₀₄ 一般消費財・サービス
BHARAT PETROLEUM CORP LTD ₁, ₃₈₉. ₅₈ ₁, ₃₈₉. ₅₈ ₈₈, ₄₂₅ ₁₆₆, ₂₄₀ エネルギー
IDEA CELLULAR LTD ₃, ₂₇₈ ₃, ₂₇₈ ₄₅, ₈₉₂ ₈₆, ₂₇₆ 電気通信サービス
PUNJAB NATIONAL BANK ₁, ₆₁₂. ₆₆ ₉₄₈. ₆₆ ₁₀₄, ₀₃₄ ₁₉₅, ₅₈₅ 金融
HINDUSTAN ZINC LTD ₂, ₉₃₄. ₂₁ ― ― ― 素材
MARICO LTD ― ₃, ₀₁₉. ₃₂ ₉₆, ₆₄₈ ₁₈₁, ₆₉₉ 生活必需品
CANARA BANK ― ₁, ₄₀₈ ₅₉, ₃₄₀ ₁₁₁, ₅₅₉ 金融
CROMPTON GREAVES LTD ₂, ₃₈₃ ₂, ₃₈₃ ₄₀, ₆₁₈ ₇₆, ₃₆₂ 資本財・サービス
IRB INFRASTRUCTURE DEVELOPER ― ₂, ₇₇₀ ₆₈, ₂₅₂ ₁₂₈, ₃₁₅ 資本財・サービス
ADANI PORTS AND SPECIAL ECON ₃, ₁₃₀. ₅₆ ₄, ₉₈₄. ₅₆ ₁₄₃, ₅₈₀ ₂₆₉, ₉₃₀ 資本財・サービス
UNION BANK OF INDIA ― ₂, ₅₉₄ ₅₄, ₈₆₃ ₁₀₃, ₁₄₂ 金融
LIC HOUSING FINANCE LTD ₂, ₉₆₉ ― ― ― 金融
OIL INDIA LTD ₅, ₁₀₀. ₁₉ ₁, ₆₃₇. ₀₇ ₈₇, ₅₉₉ ₁₆₄, ₆₈₇ エネルギー
ALLAHABAD BANK ― ₄, ₆₁₄ ₅₇, ₃₀₅ ₁₀₇, ₇₃₅ 金融
AUROBINDO PHARMA LTD ₇₄₁ ₁, ₁₆₀ ₁₃₁, ₁₀₉ ₂₄₆, ₄₈₄ ヘルスケア
INDRAPRASTHA GAS LTD ₁, ₂₆₄. ₇₄ ― ― ― 公益事業
LUPIN LTD ₄₀₁ ₆₇₆ ₉₇, ₇₄₂ ₁₈₃, ₇₅₆ ヘルスケア
MOTHERSON SUMI SYSTEMS LTD ₈, ₉₄₁. ₃₉ ₆, ₇₆₂. ₃₉ ₂₇₃, ₁₃₂ ₅₁₃, ₄₈₉ 一般消費財・サービス
ORIENTAL BANK OF COMMERCE ― ₁, ₈₇₈ ₅₇, ₈₀₄ ₁₀₈, ₆₇₃ 金融
SHRIRAM TRANSPORT FINANCE ― ₁, ₇₂₂ ₁₉₃, ₅₀₉ ₃₆₃, ₇₉₈ 金融
TECH MAHINDRA LTD ― ₂₁₀ ₅₂, ₄₁₀ ₉₈, ₅₃₂ 情報技術
AIA ENGINEERING LTD ― ₁, ₀₁₆ ₁₀₇, ₀₈₆ ₂₀₁, ₃₂₂ 資本財・サービス
SOBHA LTD ₁, ₉₄₉ ₁, ₂₄₁ ₆₀, ₆₂₉ ₁₁₃, ₉₈₂ 金融
TORRENT PHARMACEUTICALS LTD ― ₁, ₀₂₂. ₀₁ ₁₁₂, ₉₀₆ ₂₁₂, ₂₆₄ ヘルスケア
RURAL ELECTRIFICATION CORP ₃, ₁₁₇. ₅₃ ₁, ₃₆₅. ₅₃ ₄₂, ₇₃₄ ₈₀, ₃₄₀ 金融
COX AND KINGS LTD ― ₁, ₇₇₅. ₈₃ ₄₈, ₁₆₉ ₉₀, ₅₅₈ 一般消費財・サービス
SADBHAV ENGINEERING LTD ― ₁, ₀₁₆. ₂₃ ₂₄, ₉₇₈ ₄₆, ₉₆₀ 資本財・サービス
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（₂）先物取引の銘柄別期末残高（評価額）

銘　　　柄　　　別 当　　　期　　　末
買　建　額 売　建　額

外
国 SGX CNX NIFTY ETS（シンガポール）

百万円 百万円 

₃₉₈ ― 
（注 ₁ ） 外貨建の評価額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに

投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したも
のです。

（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

銘　　　　　　　　　　　柄
期　　首 当 期 末

業 種 等株　　数 株　　数 評 価 額
外貨建金額 邦貨換算金額

百株 百株 千インド・ルピー 千円 
ATUL LTD ― ₁₄₀. ₅₈ ₁₈, ₃₈₅ ₃₄, ₅₆₃ 素材
COAL INDIA LTD ₂, ₁₀₀ ₂, ₁₀₀ ₇₉, ₁₈₀ ₁₄₈, ₈₅₉ エネルギー
RAYMOND LTD ₂, ₁₁₅. ₂₄ ― ― ― 一般消費財・サービス
KARUR VYSYA BANK LTD ₉₆₁. ₁₇ ₁, ₄₅₉. ₁₁ ₈₁, ₄₇₆ ₁₅₃, ₁₇₆ 金融
BATA INDIA LTD ₇₇₂ ― ― ― 一般消費財・サービス
PRESTIGE ESTATES PROJECTS ₃, ₇₅₂. ₂₈ ₂, ₂₁₅. ₁₄ ₅₁, ₈₆₇ ₉₇, ₅₁₀ 金融
BOSCH LTD ₃₉. ₀₇ ― ― ― 一般消費財・サービス
BHARTI INFRATEL LTD ― ₈₅₅ ₂₉, ₆₅₅ ₅₅, ₇₅₂ 電気通信サービス
NMDC LTD ₂, ₇₁₁. ₈₇ ₂, ₈₇₁. ₄₇ ₃₉, ₄₈₂ ₇₄, ₂₂₇ 素材
DEN NETWORKS LTD ₉₇₉. ₇₈ ― ― ― 一般消費財・サービス
MINDTREE LTD ― ₄₄₇ ₅₂, ₉₃₅ ₉₉, ₅₁₉ 情報技術
VA TECH WABAG LTD ₇₄₈ ₆₃₁. ₀₈ ₉₂, ₈₉₈ ₁₇₄, ₆₄₈ 公益事業
HINDALCO INDUSTRIES LTD ― ₉, ₆₀₅ ₁₄₇, ₁₄₈ ₂₇₆, ₆₃₉ 素材
INFOSYS LTD ₉₉ ₁₉₈ ₃₈, ₁₁₁ ₇₁, ₆₄₈ 情報技術
LARSEN & TOUBRO LTD ₂, ₇₇₃ ₂, ₅₅₆ ₃₈₃, ₇₀₆ ₇₂₁, ₃₆₈ 資本財・サービス
TATA MOTORS LTD ₆, ₂₇₆ ₅, ₇₉₆ ₂₈₆, ₂₉₃ ₅₃₈, ₂₃₁ 一般消費財・サービス
DR.  REDDY'S LABORATORIES ₁₃₉ ― ― ― ヘルスケア
HOUSING DEVELOPMENT FINANCE ₁₁, ₁₅₆ ₇, ₅₄₃ ₈₄₈, ₀₅₉ ₁, ₅₉₄, ₃₅₁ 金融
HDFC BANK LTD ₃, ₈₉₃. ₃₃ ― ― ― 金融
RELIANCE INDUSTRIES LTD ― ₆₄₉ ₅₇, ₀₃₄ ₁₀₇, ₂₂₄ エネルギー
OIL & NATURAL GAS CORP LTD ₄, ₆₇₂ ₅, ₃₃₆ ₁₈₃, ₀₅₁ ₃₄₄, ₁₃₆ エネルギー
ITC LTD ₁₅, ₉₄₃ ₁₆, ₁₂₁ ₆₃₂, ₈₂₉ ₁, ₁₈₉, ₇₂₀ 生活必需品
MAHINDRA & MAHINDRA LTD ₁, ₁₁₉ ₁, ₄₈₄ ₁₈₅, ₈₄₁ ₃₄₉, ₃₈₁ 一般消費財・サービス
HERO MOTOCORP LTD ― ₆₇₄. ₅₁ ₂₁₂, ₁₆₃ ₃₉₈, ₈₆₇ 一般消費財・サービス
BHARTI AIRTEL LTD ₄, ₀₈₃ ₄, ₀₈₃ ₁₄₂, ₈₈₄ ₂₆₈, ₆₂₃ 電気通信サービス
DABUR INDIA LTD ₂, ₄₄₈. ₀₃ ₃, ₉₈₁. ₀₃ ₉₁, ₇₂₂ ₁₇₂, ₄₃₉ 生活必需品
HCL TECHNOLOGIES LTD ₂₄₄ ₂₄₄ ₃₆, ₂₄₁ ₆₈, ₁₃₃ 情報技術
RANBAXY LABORATORIES LTD ― ₁, ₉₂₇ ₁₂₃, ₃₀₈ ₂₃₁, ₈₂₀ ヘルスケア
SESA STERLITE LTD ₁₀, ₈₁₁ ₈, ₈₂₆ ₁₈₅, ₂₅₇ ₃₄₈, ₂₈₄ 素材

インド ・ ルピー通貨計
株 　 数、 金 　 額 ₁₅₉, ₆₉₁. ₂₄ ₁₈₁, ₀₈₉. ₁₆ ₇, ₅₉₈, ₇₀₂ ₁₄, ₂₈₅, ₅₆₀ 

銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₅₀ 銘柄 ₆₀ 銘柄 ＜₈₂. ₈％＞ 

フ ァ ン ド 合 計
株 　 数、 金 　 額 ₁₆₅, ₅₁₁. ₂₈ ₁₉₀, ₇₁₅. ₀₉ ― ₁₆, ₅₅₀, ₄₇₃ 

銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₅₂ 銘柄 ₆₂ 銘柄 ＜₉₅. ₉％＞ 
（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）＜　＞は純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₃ ）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月₁₆日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株         式 ₁₆, ₅₅₀, ₄₇₃ ₉₅. ₀ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₈₇₃, ₅₃₀ ₅. ₀ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁₇, ₄₂₄, ₀₀₃ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、₁₂月₁₆日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₁₇. ₇₆円、 ₁ インド・ルピー＝₁. ₈₈円です。

（注 ₃ ） 当期末における外貨建純資産（₁₇, ₁₁₀, ₆₅₉千円）の投資信託財産総額
（₁₇, ₄₂₄, ₀₀₃千円）に対する比率は、₉₈. ₂% です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₂月₁₆日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 ₁7, 4₂4, ₀₀₃, 744円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₇₁₀, ₈₉₂, ₁₆₈  
株 式（評価額） ₁₆, ₅₅₀, ₄₇₃, ₄₂₇  
未 収 入 金 ₆₉, ₂₁₁, ₈₂₃  
差 入 委 託 証 拠 金 ₉₃, ₄₂₆, ₃₂₆  

（Ｂ）負 債 ₁74, ₈₈₀, ₈₆₅  
未 払 金 ₄₉, ₇₇₃, ₂₃₂  
未 払 解 約 金 ₁₂₅, ₀₀₀, ₀₀₀  
そ の 他 未 払 費 用 ₁₀₇, ₆₃₃  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） ₁7, ₂49, ₁₂₂, ₈79  
元 本 ₂₁, ₂₅₀, ₃₄₆, ₄₈₂  
次 期 繰 越 損 益 金 △  ₄, ₀₀₁, ₂₂₃, ₆₀₃  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 ₂₁, ₂₅₀, ₃4₆, 4₈₂口
₁ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） ₈, ₁₁7円

＊ 期首における元本額は₂₂, ₄₅₁, ₀₀₂, ₉₇₅円、当期中における追加設定元本額は
₈₄₉, ₆₅₇, ₁₁₅円、同解約元本額は₂, ₀₅₀, ₃₁₃, ₆₀₈円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・ダイナミック・インド株ファンド（FOFs 用）（適格機関投資家専用）
₃₇, ₄₉₄, ₉₃₂円、ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド₂₁, ₂₁₂, ₈₅₁, ₅₅₀円で
す。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₈, ₁₁₇円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は₄, ₀₀₁, ₂₂₃, ₆₀₃円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年 ₆ 月₁₇日　至₂₀₁₄年₁₂月₁₆日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 ₁₂₂, ₃₃7, ₅₁9円

受 取 配 当 金 ₁₁₉, ₉₀₆, ₈₇₅  
受 取 利 息 ₅₅, ₂₄₃  
そ の 他 収 益 金 ₂, ₃₇₅, ₄₀₁  

（Ｂ）有価証券売買損益 ₂, ₂9₂, ₅₆₃, 99₁  
売 買 益 ₃, ₅₃₇, ₀₈₅, ₃₅₄  
売 買 損 △  ₁, ₂₄₄, ₅₂₁, ₃₆₃  

（Ｃ）先物取引等損益 ₂7, ₁₀₀, ₈74  
取 引 益 ₅₀, ₃₁₁, ₉₅₉  
取 引 損 △  ₂₃, ₂₁₁, ₀₈₅  

（Ｄ）そ の 他 費 用 △  ₈, 4₁4, ₃₂7  
（Ｅ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） ₂, 4₃₃, ₅₈₈, ₀₅7  
（Ｆ）前期繰越損益金 △  ₆, ₆₃7, ₁7₈, ₁₅₃  
（Ｇ）解 約 差 損 益 金 ₃₈₀, ₂₁₃, ₆₀₈  
（Ｈ）追加信託差損益金 △  ₁77, ₈47, ₁₁₅  
（Ｉ）合　　　　　計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ） △  4, ₀₀₁, ₂₂₃, ₆₀₃  

次期繰越損益金（Ｉ） △  4, ₀₀₁, ₂₂₃, ₆₀₃  
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

《お知らせ》
●書面決議手続きの改正について

　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、₂₀₁4年₁₂月 ₁ 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の ₃ 分の ₂ 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の ₃ 分の ₂ 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。
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